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概要
日本の音楽科鑑賞教材の一部に，アメリカン・ポピュラーミュージックがある。大正期に音
楽鑑賞教育が始められてから現在に至るまで，日本の子どもたちはアメリカン・ポピュラー
ミュージックに親しんできた。しかし，時代ごとに異なるその教材としての位置づけに着目す
る研究はほとんどない。そこで本論文ではアメリカン・ポピュラーミュージックの変遷と位置
づけを整理し，現在および今後の音楽科教育におけるその意義を検討する。
はじめに
日本の学校教育，特に小学校教育の音楽科の
鑑賞教材の一部をなしてきたジャンルに，アメ
リカン・ポピュラーミュージックがある。日本
において音楽鑑賞教育が始められてから現在に
至るまで，日本の子どもたちはアメリカン・ポ
ピュラーミュージックに親しんできた。昭和３３
年度学習指導要領において制定されて以降，平
成１０年度学習指導要領で廃止されるまで４０年
近くにわたり続けられてきた鑑賞共通教材（各
学年に必ず聞かなければならない曲が３曲程度
指定される)にもアメリカン･ポピュラーミュー
ジックが指定されていた。共通教材廃止後の現
在も，教科書には共通教材として指定されてい
た楽曲をはじめとするアメリカン・ポピュラー
ミュージックが掲載されている。
このように，アメリカン・ポピュラーミュー
ジックは常に日本の学校音楽鑑賞教育史に組み
込まれてきたが，いつの時代もアメリカン・ポ
ピュラーミュージックが同じ位置づけであった
わけではない。
現在，音楽科に寄せられている期待は急速に
変化している。この傾向は音楽科に限られたも
のではなく，学校教育全体が国際化や文化・伝
統の継承を鍵概念とする教育に変わることが期
待されている。その潮流において，音楽科もい
わゆるクラシック音楽だけではなく，日本の文
化・伝統や各国・各地域の文化・伝統，またジャ
ズやポピュラー音楽などにも間口を広げるよう
になった。
このような状況下において，現在の日本の学
校音楽鑑賞教材としてアメリカン・ポピュラー
ミュージックの意義をどのように捉えることが
できるだろうか。このことを考えるために，ア
メリカン・ポピュラーミュージックの歴史的な
変遷と位置づけを整理することが本論文の目的
である。アメリカン・ポピュラーミュージック
がどのような音楽的特徴を持つかということに
ついては第１節で述べるが，本論文ではいわゆ
るクラシック音楽の正典には分類され得ず，２０
世紀初期以降のアメリカで子ども向けの教材と
して使用されたことがきっかけで日本でも使用
されるようになった一連の楽曲を，広い意味で
アメリカン・ポピュラーミュージックと捉えて
いる（よって，必ずしもアメリカ人作曲家によ
るものではない)｡共通教材として長年使用され
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「ＭALC｣）を出版した。
『ＭALC』は，当時のアメリカの「ハイブラ
ウ」と「ロウブラウ」の混在状況に対し，「ロウ
ブラウ｣を批判する立場を取る｡そのなかでも，
例にあげて非難しているのが「ポピュラー・コ
ンサート」であった。「ＭALC」は作曲家たち
が「妥協」するような音楽が演奏されるポピュ
ラー・コンサートに人々が集うのは，その人々
が子ども時代に音楽的な教育を受けていないか
らであると主張し，「ポピュラー・ミュージック」
の中からグッド・ミュージックを選び取ること
の出来る子どもを育てることを目標とした。当
時高等教育で扱われていたような，「ハイブラ
ウ」（＝クラシック音楽の正典）は子どもにとっ
ては親しみにくい。そこで『ＭALC』は，「ロ
ウブラウ」であるポピュラー・ミュージックの
中から厳選したグッド・ミュージックを取り入
れたのである。
ところで，同時代にボストンの教育出版社
Ginn＆Companyが1926年に出版した｢Music
AppreciationmtheSchoolroo、」４）（以下
「MAS』と省略）に掲載されている曲目は
「ＭALC』と重複するものが多いが，その
「ＭＡＳ』は現在でも「popularmusic
appreciationtextsinschools」と紹介されてい
る５)。
そのように紹介される背景には，『ＭALC』
や「MAS」に掲載された曲目が当時のアメリカ
のポピュラー・コンサートの雰囲気を伝える選
曲だからであろう。曲目だけではなく，演奏団
体もまたその雰囲気を伝える要素の一つである。
『ＭALC』に掲載されたレコードは「軍楽隊
MilitaryBand」による録音が多い6)。軍楽隊が
ポピュラー・コンサートの担い手であったこと
は先にも述べたとおりである。また，掲載曲中
のいくつかは１８世紀末から１９世紀にかけてア
メリカのコンサートで演奏されていたことが確
認できる７)。
よって，『ＭALC」掲載曲が当時のアメリカ
のポピュラー・コンサートを背景とした選曲で
てきたものには，イェッセル作曲《おもちゃの
兵隊》，ミヒアエリス作曲《森のかじゃ》などが
あげられる。また紙面の都合上，大正末期から
昭和２２年度学習指導要領までを対象とする。
１アメリカン・ポピュラーミュージックにつ
いて
アメリカン。ポピュラーミュージックの始まり
アメリカン・ポピュラーミュージックが子
どものための楽曲として使用され始めたのは
２０世紀初頭のアメリカである。１９世紀末のア
メリカでは，「ハイブラウ」と「ロウブラウ」が
未分化な状態で混在しつつ，一部の人々が「ロ
ウブラウ」を排除しし､イブラウ」に向かおう
と意識的になり始めていた。
その「ロウブラウ」の代表とも言える存在が，
ポピュラー・コンサートにおける楽曲である。
南北戦争後の軍楽隊が，活躍の場を一般のコン
サートホールもしくは酒場などに移し，大衆を
相手にした娯楽としての音楽を提供する団体と
なったのだが，彼らによるエンターテイメント
としてのコンサートは「ポピュラー・コンサー
ト」と呼ばれていた。そこでは「ポルカやワル
ツ，そのほかの「軽い曲」が求められ，「交響曲」
は好まれない’)。作曲者たちは「クラシック的
伝統から派生しながらも，一般に受け入れられ
るために，妥協を重ね」２)なければならなかっ
たのである。
そのような状況を背景に，アメリカのビク
ター社教育部（以下米ビクター社）が児童向け
の音楽聴取のためのガイドブックを出版し始め
た。米ビクター社は１９１０年に，レコードを用
いる教育実践を行っていたＲＥ・クラークを教
育部のディレクターとして招き，それ以降積極
的に児童向けの教育書を出版する。１９１３年に
「WhatWeHearinMusic』（1913)，「ＡＮｅｗ
ＧｒａｄｅｄＬｉｓｔｏｆＲｅｃｏｒｄｓｆｂｒＨｏｍｅ，
Kindergarten,ａｎｄSchool」（1913)，「ANew
Correlation」を，１９２０年に「Music
AppreciationfbrLittleChildren』３）（以下









